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研究成果の概要（和文）：辜鴻銘の東西文化論を検討することが本プロジェクトの課題であった。辜鴻銘につい
ては在日時期の講演活動や欧文で発表した諸論説について検討を加え、中国大陸での最新の研究成果も参照し、
論文を発表したことがある。辜鴻銘は五四新文化運動時期に欧州留学から帰国し、北京大学で教鞭をとり、言論
活動を行った。その意味で「新文化運動」の一翼を担っていたといえるが、辜鴻銘に対する学術的な評価は難し
い。北京大学の同僚からも様々な評価を得ていたが、それらは「奇人」「古怪」といった特異な外見や奇矯な性
格に左右されていた表面的なものであった。本プロジェクトではより広い視野から辜鴻銘を思想史的な位置づけ
ることを目的とした。

研究成果の概要（英文）：In this research project, I would like to analyze Gu Hongming’s thought. He
 had stayed in European countries for many years and wrote some essays in German and English. His 
thought was very influential in western countries. But his thought has not analyzed in historical 
and intellectual context completely by scholars so far. In this research project, firstly I would 
like to analyze many Chinese intellectual’s viewpoints about Eastern and Western civilizations. 
Then I would like to refer to his ORIGINAL viewpoint about the Chinese and Western civilizations.

研究分野： 中国近代思想

キーワード： 中国近代思想

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本プロジェクトでは辜鴻銘研究の一環として、迂遠ではあるが、より広い視野から辜鴻銘の東西文化論を中国近
代思想研究において位置づけることを目指した。具体的には、洋務時期の「中体西用論」、梁啓超の文明史、明
治日本での西洋の「学知」に対する理解、東西文化論戦、胡適の「全面的西洋化論」等の東西文明に論及した中
国近代の思想家たちの議論を調査することである。その成果は拙著『清末思想研究ーー東西文明が交錯する思想
空間』（汲古書院、2022年）に結実し、辜鴻銘もその中に位置づけられている。コロナによる資料調査の不便も
あり、1920年代の辜鴻銘の訪日時期の関連資料については今度のさらなる史料調査を待ちたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

辜鴻銘の東西文化論を検討することが本プロジェクトの課題であった。辜鴻銘については在

日時期の講演活動や欧文で発表した諸論説について検討を加え、中国大陸での最新の研究成果

も参照し、論文を発表したことが私にはすでにある。その基礎の上に本研究プロジェクトはス

タートした。 

 

２．研究の目的 

辜鴻銘は五四新文化運動時期に欧州留学から帰国し、北京大学で教鞭をとり、言論活動を行

った。その意味で「新文化運動」の一翼を担っていたといえるが、辜鴻銘に対する学術的な評

価はなかなか難しい。研究者によってさまざまであり、一定しない。当時、北京大学の同僚か

らも様々な評価を得ていたが、それらは「奇人」「古怪」といった特異な外見や奇矯な性格に左

右されていた表面的なものであった。そのためそのような先行研究の反復をしても研究上の意

義は大きくないと考え、本研究プロジェクトでは、迂遠ではあるが、一旦辜鴻銘を離れ、より

広い視野から辜鴻銘を中国近代思想史の中に位置づけることを目的にすることにした。 

 

３．研究の方法 

辜鴻銘の東西文明論を検討するための基礎作業として、近代中国では西洋と東洋の「文明」

はどのように理解されたのか、中国の知識人たちは「文明」をどのように考えたのか、につい

て研究を進めることにした。この研究テーマはどこから手を付けたらよいのか分からないくら

い巨大なものである。中国の知識人たちにとって「文明」が存在したことに気がついたのは近

代になってからである。中国には五千年にも及ぶ中華文明があるではないかと反論する人がい

るだろう。はるか古の中国において伝説的な帝王や聖人による理想的な政治が行われた時代で

あると後世の儒者たちに崇拝されていたことは事実である。しかし彼らはそれを「文明」とは

考えなかった。そもそも civilization の訳語として文明という漢語が使われだしたのは、た

かだかここ百数十年にすぎない。中国の知識人たちが中国文明の存在に思い至ったのは、中国

文明に脅威を与える西洋文明の存在に気づかされてからである。軍事力、政治経済や科学技術

で圧倒する西洋が中国の目の前に登場した時、つまり「西洋の衝撃」以降のことである。そう

なると私たちは「西洋の衝撃」以降の中国知識人の知的な営みを辿っていくことになる。 

具体的に例を挙げる。洋務時期の「中体西用論」、一八七〇年代末に国外に派遣された外交官

たち、郭嵩燾（1818-91、イギリス）、陳蘭彬（1816-95、アメリカ）、何如璋（1838-91、日本）。
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「時勢の激変を論じる」（1895）と題した政論を発表した厳復。梁啓超の文明史。梁啓超は「中

国史叙論」（1901 年）で中国とは何か、中国史とは何かについて思索をめぐらした。第一次世

界大戦中の欧州の旅行記『欧遊心影録』は梁啓超の思想に新展開をもたらした。明治日本での

西洋の「学知」に対する理解。中華民国時期に行なわれた東西文化論戦は多くの知識人を巻き

込んだ。胡適の「全面的西洋化論」等。東西文明に論及した中国近代の思想家たちの議論を丹

念に時間をかけて調査することが必要になる。 

中国の知識人にとって、中国の文明とは何か。そういった問いかけがなされる時には西洋文

明が比較の対象になるのは自然である。しかし、東西文明比較論は学問的なものではないとい

う立場もありえる。というのは、西洋文明も東洋文明もそれぞれ雑多で多面的な要素を有して

おり、それは時代によって変遷し、固定的に捉えることはできない。比較の視点を取り入れる

場合、西洋文明と中国文明のそれぞれごく一部の要素を取り出して、論者の各自の観点から分

析を加えることになる。そこに科学的な客観性を担保することは難しい、と。これに近似する

批判は今日にいたるまでしばしば提出され、胡適の論点にも見える。そもそも中国の文明とは

何かを定義づけることは非常に困難であり、つまり定義のできない中国文明の中にある複数の

事物や概念を西洋文明のそれと突き合わせて「比較」し、場合によっては「調和」や「融合」

などをあれこれ論じる。研究者によっては根拠のない「空中戦」の議論をひたすら繰り返して

いるだけと見る向きもあろう。にもかかわらず、私が強調したいのは、東西文明比較論は今日

も中国で、同時に世界で語られ続けているのはなぜか。それは、東西文明論とは、中国の知識

人たちにとって「他者」である西洋文明を論じることで、「他者」を鏡にして「自己」である中

国を論じることになるからである。つまり東西文明論とは中国の「自画像」を描くことだから

である。それは私たち日本人にとって中国の知識人たちが中国という存在をどのように捉えて

いるのかを知る格好の手がかりといえよう。 

 

４．研究成果 

以上の私の問題意識は本研究プロジェクトの研究課題である「辜鴻銘研究――東西思想交流

の観点から」を研究面で深化させることを意図していたものである。上の記述の中で辜鴻銘は

直接的には登場しないが、私の問題意識や研究関心として辜鴻銘はつねに念頭にあった。ただ

し、近代中国における東西文明論そのものが巨大な研究課題であり、一朝一夕には分析・解明

できる性格のものではないので、今後の研究の発展を期した基礎的な作業に止まったことをご

理解いただきたい。中国近代思想で展開された東西文明論における辜鴻銘の思索の位置づけに
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ついては、多くの検討すべき課題が残されたままであるが、一つの試みとして、拙著『清末思

想研究――東西文明が交錯する思想空間』（汲古書院、2022 年）で若干の分析を行った。辜鴻

銘についての専論も収録されているので、こちらもご参照いただければさいわいである。近代

中国における東西文明論については中西輝政編『文明と覇権から見る中国』（ウェッジ、2022

年）に採録された「近代中国の知識人たちは「文明」をどのように捉えたのか」で平易に論じ

た。 

コロナによって各地の図書館・文書館での資料調査が一時期不可能になったこともあり、

1920 年代の辜鴻銘の訪日時期の関連資料については今度のさらなる史料調査の機会を待ちた

い。 
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